
曹司

一
－
日
本の
国
際
化
を
悶
む
壁一
の
評
価 、
イ
ン
タ
ー

ネッ
ト一
い
と
言
え
る 。

一
な
ど
が 、
非
常
に
閉
鎖的
で

一
の
普
及
な
ど 、
世
界の
グロ
一

入
国
管理の
問
題 、
財
政
一
あ
るこ
と
が
あ
げ
ら
れ
る 。

国

外
国
人
学
生の
受
け
入
れ一

lバ
ル
化
は
若々
と
進
ん
で一
支
援の
問
題
な
ど 、
国
家
と一

研
究
者
や
技
術
者
に
なる

一
だ
け
で
な
く 、
海
外へ
の
日
一
い
る 。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一

し
て
の
政
策
も
万
全
と
は
言
一
者 、
日
本
で
就
業
す
る者 、

～
本
人
留
学
生
も
わ
ず
か8
万～
日
本
人
が
日
本
人
だ
け
で
固
プえ
な
い
乙
と
は
事
実
だ 。
し一
日
本
文
化
を
学
び
に
来る
者

一
人 。
島
国
とい
う
環
境
で 、
一
まっ
て
い
れ
ばい
い
状
況
で一
か
し 、
外
国
人
学
生
が
「
日
一
な
ど 、
対
象者
別
の

支援が

一
異
文
化
理
解
の
意
識
が
も
と
一
は
な
く
なっ
て
い
るの
が
現一
本
留
学」
を
し
ない
最
大
の一
必
要
だ
とい
う
意
見
も出
て

一
も
と
低い
傾
向
が
あ
る 。
一
状
だ 。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら一
原
因
は 、
日
本
の
高
等
教
育
一

い
る 。
し
か
し 、
ま
ず
は 、

一

そ
の
中
で 、
企
業
の
海
外
子 、
日
本
の
高
等
教
育の
グ
一

機
関
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
盤一
各大
学
個
別
に
お
れ
て
い

一
進
出 、
日
本
文
化
の
海
外
で一
ロ
iパ

ル
意
識
は
極
め
て
低一
備 、
入
試
制
度 、
語
学
学
習一
る
支
援
を 、
組
織
的
に
仔つ

一
て
い
く
ょ
っな
改
革
が 、
早

一
急の
課
題
で
あ
る 。

一

本
特
集
で
は 、
日
本
の
大

一
学
の
留
学
支
援の
取

り組み

一
な
ど
を
紹
介
す
る
中で 、『
大

一
学
の
グ
ロ
ーバ

ル
化』
の
司

一
能
性
につ
い
て
考
え
て
み
た

一
U 。

国

際

化

を

支

え

る

大

学

の

役

割

は 、
カ
川手ュ一フ

ム
の
内
容
で
の
英
語
学
習
と 、
留
学
先一

も 、
国
際
標
準
に
合
わ
せ
て
で
必
要
に
な
る
英
語
力
を
逆一

難
易
度
別
に
国
際コ
l
ド
を
算
し
て 、
徹
底
的
に
英
語
教一

利
用
し
て
い
ま
す」

育
を
行っ
て
い
ま
す」

一

国
際標
準
に
合
わ
せた
カ

高
等
教
育
の
中
味
の
み
な一

リ
キュ
ヨ
ム
が
用
意
で
き
れ
ら
ず 、
日
本
の
英
語
で
の
授一

世
界の
標
準
は
半
年
間
の
ば 、
世
界
の
大
学
と
の
単
位
業
の
増
加
とい
長
官
全
体一
早
稲
田
大
学
は
2
0
1
し 、

膨
大
な
学
生
数
を
抱え
学
の
大

セ
メ
スタl制 。
同大
で
は 、
在
換
が
容
易
に
な
り 、
特
に
を変
え
な
い
と
と
に
は 、
留一
2

年
を
め
ど
に 、
9
0
0

人
る
同
大
に
とっ
て 、
留
学
生一

に
日
本
で

9
月
入
学
の
制
度
も
碍
入
し
1

律
問の
短
期
留
学
生
は
利
学
生初
万
人
到
達
は
難
し
い一
規
般
の
キャ
ンパ
ス
按
を 、
の
住
居の
支
援
ほ
大
き
な
聞
く 、
経
済山

て
お
り 、
中
嶋
学
長
は 、
金
用
し
やす
く
な
る 。
短
期
留
と
言コ
中
嶋
学
長 。
日
本
の一
中
野
区
の
博
問品大
学
校
跡
地
題
だ 。
特
に
2
0
0
0

名
以
間
学
生
にL

凶的
に
そ
の
必
要性
を
強く

差
が 、
単
に
日
本
語
を
学
すべ
て
の
大
学
が 、
同
大
の一
に
投
抗
す
る
とい
う 。
大
学
上
の
正
焼
差
の
う
ち 、
約
の
問姐
結

訴え
る 。

ぶ
だ
け
で
州っ
て
しま
うの
よ
う
に
な
る
に
はハ
ード

ル一
に
近
い
場
所
で 、
留
学
佳
と
3

分
の2
は
修
上・
博
と

必
で
す 。
まや

「
日
本
の
4月
入
学
や 、
で
は
もっ
た
い
ない 。

が
商い 。

一
日
本
入
学
生
が
混
住
し 、

学
程
の
学
生
だ 。
短
期の
糊
庄
で
は 、
開
却

1
年
で1
科
目4
単
位砂
傍

同
大
は 、
協
定
校の
留
学

し
か
し 、
「
箆
さ
え
用
意一
生
同
上
が
異
文
化
交
流
で
き
の
学
生
に
とっ
て 、
住
居
を
も
らザえ
ない

了
する
カ
リキュ
ラ
ム
は 、
生
を
受
け
入
れ
る
と
同
時
す
れ
ば 、
日
本
に
間
学
し
た一
る
環
境
を
階想
中
だ 。

探
すの
は
非
常
に
手
聞
が
か
へ
留
学
しλ

秋
田空
港
の
ほ
ど
近
くに
結
す
る
カ
リ
キュ
ラ
ム
に
な
世
界の
学
生
に
とっ
て
非
常
に 、
全
学
生
に 、
1

年
間の
い
と
い
う
ニ
lズ

は
た
く
さ一

同
大
の
留
学
生
は
かっ
て
い
る 。

る
と
思い咋

位
罰
す
る
国
際
教
盛
大
学
で
っ

て
い
る 。

に
利
用
し
づ
ら
い
制
度
で
海
外
留
学
を
課
し
て
い
る 。
ん
あ
る」
と
中
嶋
学
長
は
言一
2
7
2
1

名
（2
0
0
7

年

現
在
は 、
学
生
は
日
本
に
で
あ
れ
ば 、

は 、
世
界河
大
学（2
0
0
8
「
留
学
し
や
す
い
か
ど
う
す 。
そ
う
す
る
と 、
こ
れ
ま
そ
の
た
め 、
留
学
生の
た
め
う 。
聞
大
の
協
定
校
は 、
中一
日
月
時
点） 。
都
心
に
位
位
来
て
か
ら
住
居
を
探
すこ
と
は
学
技
以E

年4
月
現
在）
の
大
学
と
協
か
は 、
カ
リ
キュ
ヨ
ム
が
国
で
の
よ
う
に
日
本
や
日
本
語
だ
け
で
な
く 、
日
本
の
学
生
嶋
学
長
を
は
じ
め
教
職
員
が

に
なっ
て
い
る
払
う
と
とt

定
を
結
び 、
受
換
留
学
生
を
際
標
端
で
あ
る
か
ど
う
か
が
に
興
味
の
あ
る
学
生
し
か
来
の
た
め
に
も
徹
底
的
な
英
語
1

校1
校
開
拓
し
た
とい
う

が 、
新
設の
祭
日
本
で
は九

年
間
1
0
0

人
ほ
ど
受
け
入
大
き
く
関
わっ
て
い
ま
す 。
ま
せ
んの
で 、
本
当
の
窓
味
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る 。「
留
苦
労
が
あっ
た 。

の
完
成
に
よっ
に
過
ぎ
ま品

れ
て
い
る 。

留
学
生
を
増
や
すの
で
あ
れ
の
『知
の
グロ

ーバ
ル
化』
学
生
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で

今
後
は 、
短
期
留
学
生
だ

て 、
留
学
生
の
セ
ン
タ
ーm

授
業
は
すべ
て
英
語
で
行
ば 、
大
学
に
とっ
て一
番
大
に
は
な
り
ま
せ
ん 。
日
本
の
な
く 、
日
本
か
ら
も
学
生
を
け
で
な
く 、
4

年
間
日
本
の

負
担
は
大
幅に
は
語
る 。

わ
れ 、
香
学
期
と
秋
学
期の
事
な
カ
リ
キュ
ラ
ム
の
抜
本
カ
リ
キュ
ラ
ム
は 、
き
ち
ん
送
り 、
お
互
い
に
英語
で
単
大
学
で
学
び
た
い
とい
う 、

軽
減
さ

れ
る 。

ま
た大均

セ
メ
ス
タ

l
制
を
採
用
し
て
的
改
揮
を
行
わ
な
け
れ
ばい
と
勉
強
し
た
い
とい
う
留
学
位
を
取
る
こ
と
で 、
本
当の
正
規
の
学
部
学
生
の
た
めの

「
留
学
生
の
大
で
は 、
円

い
る 。
半
年
間
の
1

セ
メ
ス
け
ま
せ
ん」
と
同
大
の
中
嶋
生
に
とっ
て 、
非
常
に
閉
鎖
交
換
留
学
が
で
き
る
の
で
器
を
ど
れ
だ
け
用
意
で
き
る

生
活
サ
ポ

ート
れ
が
色志

タ
l

で
1

科
目3
単
位
が
完
嶺
雄
学
長
は
力
を
込
め
る 。
的
だっ
た
の
で
す 。
本
学
で
す 。
そ
の
た
め
に 、
高
校
ま
か
が
課
題
だ 。

は 、
日
本
の
大
提供
な
ど

一
’ 

第51号（毎月1回1日発行）

国

際

教

養

大

学

4
月四
日
に
発
表
さ
れ
た
中
教
審
答
申
「
教
育
振
興
基
本
計
画
につ
い
て」
で
は 、

2
0
2
0

年
ま
で
に却
万
人の
留
学
生
受
け
入
れ
を
め
ざした「
留
学
生却
万
人
計
画」

の
策
定
が
明
示
さ
れ
た 。
こ
れ
を
受
け
て 、
中
教
審
大
学
分
科
会
留
学
生
特
別
委
員
会

で
は 、
初
万
人
受
け
入
れ
の
た
めの
具
体
的
方
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が 、
い
さ
さ
か

総
花
的
で
あ
る
感
は
否
め
な
い 。
こ
れ
ま
で
留
学
生
の
問
題
につ
い
て
向
き
合っ
て
こ

な
かっ
た
日
本 。
今 、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
が
果
た
すべ
き
こ
と
は
何
か

ll 。

（第3種郵便物認可）

日
本
に
来
る
留
学
生
数一

は 、
2
0
0
7

年
5

月
現
在
一

で
約ロ
万
人 。
留
学
生
（
日一

本
の
高
等
教
育
機
関
に
在
籍
一

す
る
外
国
人
学
生）
の
日
本一
で 、
日本
は
世
界
的
に
見
て一
だ 。
横
田
雅
弘・
明
治
大
学一
予
想
さ
れ
て
い
た
が 、
留
学

入
学
生
に
対
す
る
割
合
は
わ
一

も
非
常
に
少
な
い 。

一
教
授
が
中
心
と
なっ
て
行っ
一
住
政
策
の
抜
本
的
見
直
し
を

ず
か3・
3
% 。
イ
ギ
リス 、

一

こ
の
割
合
を 、
欧
米
諸
国一
た
「
留
学
生
交
流
の
将
来予一
行
い 、
積
極的
に
実
行
す
る

オ
lス
ト

ヨ
リ
アの
留
学
生一一
並
に
引
き
上げ 、
日
本
の
高一
測
に
関
す
る
調
査
研
究」
に一
た
め
の
明
確
な
指
針
と
し

の割合同約お
% 、
ド

イy 、
…
等
教
育
の
国
際化
を図
る
こ一
よ
る
と 、
2
0
2
5

年
に
留一
て 、
5

年
早い
2
0
2
0

年

フ
ラ
ン
ス
な
ど
は叩
%
以上一
と
が
本
計
画
の
主
な
目
的一
学
生
は詑
万
人
に
達
す
る
と一
を
目
標に
据
え
た 。

－ロ
年
後ま
で
に
ぬ
万
人

わ
が
閣
の
留
学
に
対
す
る
で
い
け
ば 、
2
0
2
5

年
に
臼
本
の
学
生
の
聞
を
も
向
上

考
え
方は 、
諸
外
国
に
比べ
初
万
人
とい
う
予測
を
立
て
さ
せ
て
い
く
で
しょ
う 。

非
常
に
遅
れ
て
お
り 、
こ
れ
た
わ
け
で
す
が 、
日
本
の
体

そ
の
た
め
に 、
留
学
生
の

ま
で
と
く一
部
の
人
に
し
か
制
が
急
速
に
変
わっ
て
い
く
入口
から
出口
ま
で
が
明
確

認
識
さ
れ
て
い
な
かっ
た
の
こ
と
に
な
れ
ば 、
2
0
2
0
に
な
る
こ
と
が重
要
で
す 。

が現
状
で
す 。
そ
れ
が 、
文
年
に 、
初
万
人
達
成
とい
う
日
本
の
大
学
仁
入
学
し
た
と

部
科
学
省
の
『留
学
生
却
方
目
標
も
可
能
で
は
な
い
か
と
し
て
も 、
卒
業
時
の
不
安
が

人
計
画』
も
あっ
て 、
こ
れ
思い
ま
す 。

つ
きま
とっ
て
は
窓
昧
が
あ

ま
で
得ら
れ
な
かっ
た
よ
う

経
済
の
活
性
化
の
鎚
は

盟専瓦 。

袋爾から
の 、

な
情
報
砂暑
が
持つ
こ
と
に

が
人H
で
す 。

留学
生
につ

継統した
就
職
支
援
な
ど 、

よっ
て 、
今
ま
で
に
な
い
論
い
て 、
問
題
が
あ
る
か
ら
と
風
通
しの
よ
い
産
学
連
携
が

議
が
行
わ
れ
るよ
う
に
な
り
いっ
て
「
や
ら
な
い」
の
で

雷援で
す 。

去
ど～ 。
こ
れ
£
で
・ぺ
乍
や
は 、
同
も
進
展
）
ま
せ
ん 。

川
万
人
と
ユ
原
を
掲げ
で

経済
界
な
ど 、
縦
割
り
だっ
始
め
か
ら
良
い
結
果
が
得
ら
い
る
以
上 、

政府
か
ら
の
予

た
関
係
が
横
の
関
係
でつ
な
れ
る
わ
け
は
な
い
の
で
す
か

算投
入
は
不
可
欠
で
す 。
す

が
るよ
う
に
な
れ
ば 、
留
学
ら 、
ど
こ
に
ど
うい
う
ズ
レ
べ
て
を
見
通
し
た
構
煩
実
現

に
関
す
る
意
識
は 、
急
速
に
が
あ
るの
か 、
ど
う
解
決
し
に
向
け
て 、
留
学
につ
い
て

進
展
し
て
い
く
で
しょ
う 。
た
ら
よ
い
の
か
とい
う
こ
と

議論
が
で
き
る
環
境
が
盛
り

私
た
ち
の
研究
グ
ル
ー

プ

を考
え
る
過
程
が
大
引
な
の
上
が勺
℃
き
た
の
は 、
最
大

三
士、
こ
つ
と
長
〉宅
之
さ』
。

2
で
丘つ
F
E
主、
つ
五沃

だ
三島yrtιhr。

．

rν
一

’hv
J

－
－

大

:3（）万人計画の背景と未来
f留学生交流の将来予測に関する調査研究j

研究代表 暢i団施弘・明治大学教授

聞新拳

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

を

国

際

標

準

に

2008年（平成20年）5月1日

国際教獲大学

中嶋 嶺雄学長

5 

日本への留学生を取り巻く数専の壁

期政支鋼の必讐健＜II・企：JM;と｝

出
費
国
で
の
日
本
医
学
置
の
可
健
佐

古
田
事
館
掌
絞
の
飯
町｝

日
本
文
化
な
ど
の
想
力
の
醤
忍・
瞥
眼園圃

日

本

で

活

躍

で

－
u－
A
叩

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
津
大
り
も
減
ら

学
の
留
学
生
数
は
泣
カ
国・
い 。
こ
の山

地
域
か
ら
2
6
0
1

名
学
症
も
留叫

（2
0
0
7

年日
月時
点） 、
うの
は 、
日

全
学
生
に
占
め
る
割
合
は
リ

ティ
で一

必・
2
%
と
持
常
に
多
い 。
と
で
す 。
一

そ
の
多
く
が 、
隣
国 、
中
国 、
す
る
割
合
対

タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア
の
学
生
で
れ
ば 、
ど
内

占められてい
る 。
中に
は 、
は
特別
な
布

各
国
の
現
職
公
務
員
で 、
自
ま
い
が
ち
ょド

国
の
幹
部
候
補の

園出留
学
は 、
どの尚一

生
も
い
る 。
直
接
現
地
の
ト
で
学べ
る明

”ノ
フ
人

女

迫
撃
す
そ
語
移

レ
ま
す」
－r

生へ
の
ア
プロ

ー
チ
を
仔
フ
ッ

ショ
ン
孟

乙
と
で 、
こ
れ
だ
け
の
留
学
下
明大
次
品

生
数
を
可能
に
し
て
い
る
と

こ
う
し
与

い
う 。

支
援
と
しず』

「
留
学
生
却
万
人
計
画」
セ
メ
ス
ター
』

の人
数
の
目
安
は 、
傘大
学
た1
30
品

生
の
1

剖
と
Cつ
こ
と
で
あ
どに
旧
え 、
－

る
が 、
同
大
は
約
半
数 。
乙
駆
的
に
仔

れ
以
上
割
合
を
増
や
すつ
も

留学生

早稲田大学
留学センタ一所長

白木三秀氏

キ

ャ

ン

パ

ス

寮

新
宮

カリキュラムを国際標準に　留学生30万人計画　大学新聞-2008.05.01


